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で
の
道
の
り
は
、
け
っ
し
て

平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
す
で
に
一
八
九
五
年
の

総
選
挙
に
お
い
て
、
独
立
労

働
党
は
二
八
名
の
候
補
者
が

全
員
落
選
す
る
と
い
う
失
敗

に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

落
選
者
の
中
に
は
、
ケ
ア
・

ハ
ー
デ
ィ
自
身
も
含
ま
れ
て

い
た
。
独
立
労
働
党
内
部
で

の
彼
の
威
信
は
低
下
し
、
党

内
で
は
社
会
民
主
連
盟
と
の

統
合
を
模
索
す
る
者
も
現
わ

れ
た
。
一
方
、
労
働
組
合
に

は
、
依
然
と
し
て
旧
来
の
自

由
・
労
働
主
義
に
固
執
す
る

者
も
多
か
っ
た
。 

	
 
 

 	
 	
 	
 	
 	
 

 
今
号
で
は
、
前
号
に
ひ
き

つ
づ
き
、
労
働
党
の
結
成
に

至
る
流
れ
を
概
説
す
る
。 

 

一
八
九
三
年
一
月
、
ブ
ラ

ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
で
独
立
労
働

党
（Independent Labour 

Party

）
が
結
成
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
一
八
九
九
年
九
月
の

労
働
組
合
会
議
を
経
て
、
一

九
〇
〇
年
二
月
、
ロ
ン
ド
ン

の
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー
ル
で

労
働
組
合
と
社
会
主
義
団
体

の
特
別
会
議
が
開
催
さ
れ
、

労
働
代
表
委
員
会
（Labour 

Representation Com
m
ittee

）

が
成
立
し
た
。
今
回
は
、
そ

の
経
緯
を
詳
述
し
た
い
。 

 

こ
の
時
期
の
背
景
と
し

て
、
自
由
党
と
労
働
組
合
の

連
携
を
基
調
と
す
る
自
由
・

労
働
主
義
の
限
界
が
露
呈
す

る
と
と
も
に
、
ケ
ア
・
ハ
ー
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子
」と
さ
れ
る
こ
と
に
希
望
を
見
出

し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
と
共
に
「
後

嗣
（
よ
つ
ぎ
）」
と
な
る
者
は
、「
改
造

せ
ら
れ
た
る
宇
宙
万
物
」を「
賦
与
」

さ
れ
る
。
ま
た
、
内
村
の
宇
宙
論
に

お
い
て
、苦
難
と
栄
光
は
表
裏
一
体

で
あ
る
。
│
有
史
以
来
、
あ
ら
ゆ

る
集
団
は
興
り
、そ
し
て
消
え
て
い

っ
た
。太
陽
の
下
に
新
し
き
こ
と
な

し
と
は
古
人
の
道
破
し
た
言
葉
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
希
望
を

失
わ
ず
に
日
々
を
生
き
る
こ
と
は
、

未
来
の
救
い
の
約
束
に
基
づ
く
。 

 

 

か
つ
て
、「
赤
い

貴
族
」
と
呼
ば
れ

た
有
馬
頼
寧
の
生

涯
に
憧
れ
て
い

た
。
旧
筑
後
国
久

留
米
藩
主
の
家
系

で
あ
る
有
馬
家
の 

当
主
、
有
馬
頼
萬
伯
爵
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
頼

寧
は
、
大
正
年
間
、
社
会

運
動
や
奉
仕
活
動
に
傾
倒

し
、
多
額
の
私
財
を
そ
の

た
め
に
投
じ
た
。
結
果
、

有
馬
家
の
家
計
は
大
き
く

傾
く
に
至
っ
た
と
い
う
。 

 

僕
の
自
己
イ
メ
ー
ジ

は
、
内
村
鑑
三
よ
り
も
、

賀
川
豊
彦
よ
り
も
、
有
馬

頼
寧
に
近
い
。
大
学
院
に

在
籍
し
て
い
た
頃
か
ら
政

治
関
係
者
と
会
い
、
東
日

本
大
震
災
以
降
に
な
る
と

社
会
運
動
に
参
加
し
た
。

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
の
成

果
が
あ
っ
た
の
か
は
自
信

が
な
い
。そ
れ
ど
こ
ろ
か
、

他
者
を
救
う
こ
と
で
自
己

の
実
存
的
な
苦
悩
を
覆
い

隠
そ
う
と
し
て
い
た
だ
け

か
も
し
れ
な
い
。
畢
竟
、

そ
れ
は
傲
慢
で
あ
ろ
う
。 

 

二
〇
一
六
年
に
活
動
休

止
を
宣
言
し
て
、
隠
者
の

よ
う
に
自
己
の
思
索
へ
沈

潜
し
た
。
有
馬
頼
寧
に
な

り
た
か
っ
た
神
経
衰
弱
の

創
作
家
に
と
っ
て
、
そ
れ

は
一
つ
の
償
い
で
あ
る
。 

選
出
機
関
を
求
め
て
い
た

労
働
組
合
と
、
社
会
主
義
の 

実
現
を
究
極
的
な
理
念
と

す
る
社
会
主
義
者
の
あ
い

だ
に
は
、
依
然
と
し
て
認
識

の
相
違
が
あ
っ
た
。
労
働
党

が
党
規
約
の
中
で
「
社
会
主

義
」
を
党
の
目
的
と
し
て
受

け
入
れ
る
に
至
る
の
は
、
第

一
次
大
戦
後
の
一
九
一
八

年
で
あ
る
。
ま
さ
に
転
換
の

過
程
で
あ
っ
た
。 
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デ
ィ
の
活
躍
に
よ
っ
て
労

働
者
自
身
を
主
体
と
す
る

独
立
労
働
主
義
の
気
運
が

高
ま
り
、
労
働
組
合
と
社
会

主
義
団
体
と
の
あ
い
だ
で

連
携
の
動
き
が
現
わ
れ
た

こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ

を
「
労
働
同
盟
」
と
呼
ぶ
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
〇
〇

年
二
月
の
労
働
代
表
委
員

会
が
成
立
す
る
前
後
、
労
働

同
盟
が
具
現
化
さ
れ
る
ま

 

と
も
あ
れ
、
一
八
九
九
年

九
月
の
労
働
組
合
会
議
で

は
、
労
働
組
合
と
社
会
主
義

団
体
の
協
力
関
係
を
構
築

す
る
た
め
の
特
別
会
議
の

招
集
を
盛
り
込
ん
だ
決
議
案

が
採
択
さ
れ
た
。
独
立
労
働

主
義
を
受
け
入
れ
る
ま
で
に

は
至
ら
ず
と
も
、
労
働
組
合

運
動
そ
の
も
の
が
時
代
と
共

に
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
〇
〇

年
二
月
の
労
働
代
表
委
員
会

に
は
、
労
働
組
合
や
社
会
主

義
団
体
の
代
表
た
ち
が
集
結

し
た
。
メ
モ
リ
ア
ル
・
ホ
ー

ル
に
集
ま
っ
た
大
議
員
は
一

二
〇
人
を
超
え
、
五
七
万
人

の
声
を
代
表
し
た
。
社
会
主

義
団
体
か
ら
は
、
独
立
労
働

党
の
ケ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
、
ラ

ム
ゼ
イ
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、

Ｆ
．
Ｗ
．
ジ
ョ
ウ
ェ
ッ
ト
ら

七
人
、
社
会
民
主
連
盟
の
ハ

リ
ー
・
ク
ェ
ル
チ
ら
四
人
、

フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
の
エ
ド
ワ

ー
ド
・
ピ
ー
ズ
一
人
、
合
計

一
二
人
で
二
万
三
千
人
を
代

表
し
た
。
そ
れ
以
外
の
圧
倒

的
多
数
は
労
働
組
合
員
で
あ

る
。
な
お
、
協
同
組
合
は
代

表
を
送
ら
な
か
っ
た
。
討
議

の
過
程
で
は
、
労
働
組
合
の

利
益
を
堅
持
し
よ
う
と
す
る

立
場
と
、
社
会
主
義
の
理
念

を
労
働
者
に
浸
透
さ
せ
よ
う

と
す
る
立
場
が
衝
突
し
た

 

二
〇
一
七
年
七
月
の
作
歌
で
あ

る
。地
球
の
歴
史
は
四
六
億
年
前
に

は
じ
ま
り
、
以
後
、
四
〇
億
年
前
の

生
命
誕
生
を
経
て
、豊
か
で
多
様
な

生
態
系
が
育
ま
れ
た
。
一
方
、
そ
の

歴
史
は
、度
重
な
る
大
量
絶
滅
の
歴

史
で
も
あ
っ
た
。人
類
の
文
明
も
ま

た
、い
ず
れ
は
滅
亡
す
る
こ
と
が
運

命
づ
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

内
村
鑑
三
の
『
ロ
マ
書
の
研
究
』

第
三
八
講
で
は
、
人
間
の
罪
を
「
神

よ
り
の
離
絶
」
と
定
義
し
、
三
位
一

体
の
神
の
実
験
に
よ
っ
て
「
神
の

が
、
ケ
ア
・
ハ
ー
デ
ィ
ら
の

努
力
に
よ
っ
て
両
者
の
妥

協
が
図
ら
れ
た
。 

 

そ
の
後
、
労
働
代
表
委
員

会
は
、
一
九
〇
三
年
の
規
約

制
定
、
さ
ら
に
、
一
九
〇
六

年
の
総
選
挙
に
お
け
る
勝

利
を
経
て
、
労
働
党
に
改
称

さ
れ
る
。
当
初
、
ボ
ー
ア
戦

争
の
最
中
に
成
立
し
た
労

働
代
表
委
員
会
に
対
す
る

イ
ギ
リ
ス
国
民
の
関
心
は

低
か
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
労
働
者
が
既
成
政
党
と

の
関
係
を
断
ち
切
り
、
社
会

主
義
者
と
連
携
す
る
こ
と

で
独
自
の
政
治
勢
力
の
確

立
を
目
指
し
た
時
期
と
し

て
、
こ
の
間
の
経
緯
は
特
筆

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
は

い
え
、
労
働
者
独
自
の
議
員

労
働
代
表
委
員
会
⒊
一
九
〇
六
年
⒍
労
働
党
へ  

保
守
党

VS
自
由
党
の
二
大
政
党
制
に
対
抗  

†祈々
の り の り

のことば†  
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い
つ
の
日
か
幾
億
年
の
未
来
に
は
星
屑
に
な
る
街
を
生
き
て
る 

倉
井
香
矛
哉 
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